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研究者  (4) 電子・情報工学科

専 門 分 野 情報工学 / 統計科学 / 計測工学

論文・報告
「統計的学習理論に基づく自然科学データ解析手法の開発および評価」（学位論文）
「ガンマ分布のベイズ推定における一般化逆ガウス分布と高階微分係数を用いた近似手法」（電子情報通信学会論文誌 , 2014）
「A new method for direction finding based on Markov random field model」（Radio Science, 2015）

所 属 学 会
電子情報通信学会 （平 23.2 ～）,
地球電磁気・地球惑星圏学会（平 25.11 ～）
日本地球惑星科学連合 （平 27.5 ～）
アメリカ地球物理学会 （平 28.12 ～）

学 外 活 動
電子情報通信学会 北陸支部 優秀学生賞 （平 23.3）
日本地球惑星科学連合 2016 年大会 学生優秀発表賞 （平 28.5）
地球電磁気・地球惑星圏学会 第 140 回講演会 学生発表賞 （オーロラメダル） 受賞 （平 28.12）
金沢大学大学院 自然科学研究科長賞 受賞 （平 29.3）

現在の研究課題
１．多種多様なビッグデータに対する統合解析技術の開発

最適化数理及び統計的学習理論を基盤として ,  多種多様なビッグデータを最大限に利活用するための知見創出アルゴリズ
ムや効率的なデータ処理方法を開発する . 

２．メソスケール降水現象の詳細解析と実問題への応用
近年頻発する集中豪雨や大雪等のメソスケール現象の理解を目指し ,  降水の地上観測データと気象リモートセンシング

データを統合的に扱い分析する . 
また , 降水粒子の電磁波散乱を詳細に解析し , 現象を適切に数理モデリングすることによって降水強度の高精度推定と予

測の実現を目指す .
 ３．ジオスペース ( 地球周辺の宇宙空間 ) のプラズマ空間分布推定

地球観測衛星や測位衛星による宇宙空間を利用した計測システムの安全かつ適切な運用を目的とし , 科学衛星の観測デー
タと数値シミュレーション結果からジオスペースのプラズマ空間分布を推定する技術の確立を目指す .

共同研究キーワード
データサイエンス / ビッグデータ分析

担 当 科 目 コンピュータ基礎１・2/ プログラミング 2/ プログラミング演習 2/ ソフトウェア検証
専 門 分 野 ソフトウェア工学 / 形式手法 / 理論計算機科学

論文・報告

「Evaluation Strategies for Term Rewriting Systems」学位論文 , 2002.
「Reducibility of Operation Symbols in Term Rewriting Systems and its Application to Behavioral Specifications」Journal 
of Symbolic Computing, 2010.

「On Proving Operational Termination Incrementally with Modular Conditional Dependency Pairs」 IAENG
International Journal of Computer Science, 2013.

「Incremental proofs of termination, confluence and sufficient completeness of OBJ specifications」 Specification,Algebra, 
and Software, LNCS 8373, Springer, 2014.

「Sufficient Completeness of Constructor-based Algebraic Specifications by Term Rewriting」Computer Science　and its 
Applications, LNEE, 373, Springer, 2015.

「Automated Test Case Generation from OTS/CafeOBJ Specifications by Specification Translation」 IEEE Int. Conf. 
Software Testing, Verification and Validation, 2017.

所 属 学 会 電子情報通信学会（平 17.8 ～）/ 情報処理学会（平 16.9 ～）/ 日本ソフトウェア科学会（平 12.4 ～）
学 外 活 動 電子情報通信学会システム数理と応用研究専門委員（平 21.4 ～）/ 同学会ソフトウェアサイエンス研究専門委員（平 28.4 ～）

/ 同学会北陸支部幹事（庶務）（平 28.4 ～）
現在の研究課題

１．形式手法によるシステムの仕様作成・検証・開発
　システム開発の上流工程となる要求・設計段階で，数学的に厳密な意味を持つ言語を用いて仕様を作成する形式手法の研究に従
事する．特に代数仕様に基づく形式手法に興味を持ち，代数仕様言語 CafeOBJ などを対象に，対話的検証に適した仕様作成手法，
検証結果を用いたテスト自動生成など，代数仕様に基づくシステム設計開発支援環境の構築を目指した研究を行っている．

２．項書き換えシステムによる等式推論
　定理自動証明，関数型言語，代数仕様言語などの実行モデルを与える項書き換えシステムの基礎理論の研究に従事する．与えら
れた等式システムから導出可能な等式（定理）を自動証明するため，項書き換えシステムでは双方向性を持つ等式を左から - 右へ
の書き換え規則とみなして推論する．書き換えによる推論が有限時間で止まることを保証する停止性や得られた解の一意性を保証
する合流性など，項書き換えシステムが満たすべき基本的性質の十分条件を明らかにし，それらを用いた証明ツールの開発を目指す .

共同研究キーワード
形式手法 / 項書き換えシステム / 代数仕様 / 仕様記述 / 仕様検証
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富山高等専門学校電気工学科卒（平 23.3） 富山高等専門学校 専攻科エコデ
ザイン工学専攻機械・電気システム工学コース修了（平 25.3） 金沢大学大
学院自然科学研究科電子情報科学専攻博士前期課程修了（平 26.9） 金沢大
学大学院 自然科学研究科 電子情報科学専攻 博士後期課程修了（平 29.3） 
福井県立大学非常勤講師 （平 27.4 ～ 27.9） 日本学術振興会 特別研究員 DC1 

（平 27.4 ～ 29.3） 日本学術振興会 特別研究員 PD （平 29.4 ～ 30.3） 富山県立
大学工学部助教（平 30.4 ～）

■経   歴

富山大学理学部数学科卒（平 9.3）/ 北陸先端科学技術大学院大学情報科学
研究科博士前期課程修了（平 11.3）/ 同博士後期課程修了（平 14.3）/ 北
陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科助手（平 14.4 ～ 19.3）/ 同助教

（平 19.4 ～ 20.3）/ 金沢大学理工学域助教（平 20.4 ～ 23.3）/ 富山県立大学
工学部講師（平 23.4 ～ 29.3）/ 同准教授（平 29.4 ～）

■経   歴


